
 

平成１６年度首都高速道路夜間割引社会実験のとりまとめ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 

 
１．夜間割引の概要 

・対象車両：割引時間帯に首都高速道路の料金所を通過したＥＴＣ無線通行車 

・対象路線：首都高速道路 東京線及び神奈川線 

・割引時間帯及び割引率：         

    

 

 
 
 

 

 
 
 
２．効果の把握結果 

（１）ＥＴＣ車の交通動向の変化 

・ 夜間の交通量が大幅に増加し、割引時間帯（0～6 時,22～24 時）で、ＥＴＣ車が１日当た

り１０,９００台増加〔約２５％増〕。 
実験中（１６年５月１０日から１７年２月１０日まで）のデータと夜間割引を実施しなかった 
場合の推定交通量を比較。【東京線及び神奈川線の合計】  

・ アンケート結果から、夜間割引時間帯ＥＴＣ車１０，９００台のうち６，４００台が 

一般道路から首都高速道路への転換と推定され、前回実験（Ｈ１５）より転換が促進。 
 

（２） 時間帯別のＥＴＣ利用動向 

・ 割引時間帯のＥＴＣ利用率が、東京線で約４．１ﾎﾟｲﾝﾄ増、神奈川線で約４．０ﾎﾟｲﾝﾄ増 

と大幅に増加。          
・ 前回実験と比較して割引率を引き上げた２２時から２４時の間でＥＴＣ利用台数が増加。
 

（３） 一般道路の沿道環境改善等 

・ 社会実験期間中、一般道路における旅行速度の明確な改善傾向は認められなかった

ものの、騒音が最大３dB 低減するなど沿道環境が改善の傾向。 
 

（４） JH 割引開始後の交通状況変化 

・ JH の早朝夜間割引(平成 17 年１月１１日～)開始後、東名に接続する首都高速３号線

用賀本線料金所に置ける夜間割引時間帯の ETC利用率が顕著に増加。 

・ 増加の要因は、一般道路からの転換、利用時間の変更（タイムシフト）、ETCの装着（行

動変化なし）が考えられる。 
 

（５） 事業者アンケート結果 

・ 平成１６年１１月以降の日本道路公団による割引実施後、首都高速道路の利用時間を

夜間割引時間帯に変更した物流事業者や、一般道路から首都高速道路に利用を変更

した物流事業者が８％あった。（物流事業者約 50 社へのアンケート結果） 

・ 平成１６年１２月１４日より割引後料金の車載器表示が可能となり、５４％のタクシー事

業者が夜間割引で新たにＥＴＣを利用するようになった。（タクシー事業者約 90 社への

アンケート結果） 
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 料金

時刻

現行料金（700円）

10～20％割引
（東京線）

630円 630円
現行料金

560円

22 231812 5 6 12

１０％割引

２０％割引

１０％割引

２０％割引

 料金

時刻

420円

現行料金（600円） 現行料金
540円 540円

10～30％割引
（神奈川線）

22 231812 5 6 12

１０％割引

３０％割引

１０％割引

３０％割引



（１）料金圏別利用交通量の変化（推定交通量との比較）

増減

通常料金時間帯 （６～２２時） -8,736
割引時間帯 （０～６，２２～２４時） -52
全日 （０～２４時） -8,788
通常料金時間帯 （６～２２時） -111
割引時間帯 （０～６，２２～２４時） 9,474
全日 （０～２４時） 9,363
通常料金時間帯 （６～２２時） -333
割引時間帯 （０～６，２２～２４時） 1,115
全日 （０～２４時） 782
通常料金時間帯 （６～２２時） 20
割引時間帯 （０～６，２２～２４時） 1,421
全日 （０～２４時） 1,441
通常料金時間帯 （６～２２時） -9,069
割引時間帯 （０～６，２２～２４時） 1,063
全日 （０～２４時） -8,006
通常料金時間帯 （６～２２時） -91
割引時間帯 （０～６，２２～２４時） 10,895
全日 （０～２４時） 10,804

（２）転換交通量の算定（アンケート結果より）

一般道路
からの転換

12.1% 80.4%

9.5% 80.7%

271,119

677,364
162,921
840,285
166,537
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200,221
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0.0%
25.0%
4.0%

2.0%
-1.0%
0.5%

-0.7%

3.0%
0.3%
0.0%

14.1%

-0.1%
28.2%
4.7%

-0.1%

増減率

-1.3%
0.0%

-1.0%

夜間割引を実施しない場合の推定交通量：　前回の実験開始前１ヶ月間の実績交通量から、月変動補正（過去２ヶ年実績）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及びＥＴＣ普及増の補正を行い算出

　○モニターアンケート調査から、ＥＴＣ車の交通行動変化の内訳を算定。割引時間帯のＥＴＣ車
     のうち、約６,４００台が一般道路から首都高速道路への転換と推定され、前回実験と比較し
　　 て転換が促進。

夜間割引を利用したＥＴＣ車の行動変化内訳（転換、利用時間変更等）
〔サンプル数：　東京ｎ=1618、神奈川ｎ=327〕

夜間割引時間帯のＥＴＣ増加交通
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 １．ＥＴＣ車の交通動向の変化

　○割引時間帯のＥＴＣ車が１日当り約１０,９００台増加（約２５％増）
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0.9%
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（１）時間帯別ＥＴＣ利用率の変化

（２）割引率見直しによる利用台数の比較（前回実験との比較）

　　　    ※　ETC利用率は、全車の通行台数に占めるETC車台数の割合

  ○前回実験と比較して割引率を引き上げた２２時から２４時の間でＥＴＣ利用台数が増加し、一方
  　 割引率を引き下げた１時から４時の深夜時間帯で利用台数が減少

 ２．時間帯別のＥＴＣ利用動向

　○夜間割引時間帯と２４時間帯のETC利用率の差が毎月拡大
　　 東京線：　　0.4ポイント差（５月）⇒1.4ポイント差(１１月）⇒4.1ポイント差(１月）
　　 神奈川線： 1.5ポイント差（５月）⇒2.4ポイント差(１１月）⇒4.0ポイント差(１月）
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利用台数の差（H16割引率－H15割引率）　全車種
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ETC利用台数の比較　全車種
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H15夜間割引率での利用台数【補正】 8358 7954 7207 6172 5815 5426 4373 3528 3368 5710 9528 10972

H16夜間割引期間中の利用台数 8365 8026 7360 6717 6256 5447 4372 3488 3497 5910 9689 10995
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【黒：H15実験，赤：H16実験】

夜間割引率の比較
【黒：H15実験，赤：H16実験】

時刻

34％割引

現行料金現行料金（700円）
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【旅行速度調査結果】

【道路交通騒音調査結果】

４/５

  ※ 騒音の実測箇所は、社会実験前データが夜間の要請限度（７０ｄB）を超過しており、かつ首都高速
      道路に並行している一般道路の箇所を選定。

  ○社会実験期間中、一般道路における旅行速度の明確な改善傾向は認められなかったものの、
     騒音が最大３dB低減するなど沿道環境が改善の傾向

 ３． 一般道路の沿道環境改善等

１

２

３

４

５

６
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   社会実験中データはH16.7.8の実測値
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用賀本線料金所ETC利用率の変化 

 ４．JH割引開始後の交通状況変化

５/５

 ５．事業者アンケート結果

  ○JHの早朝夜間割引(１月１１日～)開始後、東名に接続する首都高速３号線用賀本線料金所に
　　 おける夜間割引時間帯のETC利用率が顕著に増加。
  ○増加の要因は、一般道路からの転換、利用時間の変更（タイムシフト）、ETCの装着（行動変化なし）
     が考えられる。

  ○ 平成１６年１１月以降の日本道路公団による割引実施後、首都高速道路の利用時間を夜間割引
　　　時間帯に変更した物流事業者や、一般道路から首都高速道路に利用を変更した物流事業者が
　　　８％あった。
  ○平成１６年１２月１４日より割引後料金の車載器表示が可能となり、タクシー事業者の５４％が
      夜間割引で新たにＥＴＣを利用するようになった。
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ＪＨ早朝夜間割引開始後
（H17.1.17～H17.1.23平均）

ＪＨ深夜割引開始後
（H16.11.8～H16.11.14平均）

Ｈ16夜間割引開始後
（H16.5.10～H16.5.16平均）

平成16年11月以降の日本道路公団による割引実施後の

首都高速道路の夜間割引時間帯の運行の変化

92%

6% 0%

2%

首都高速道路の運行に変化はない

首都高速道路の利用時間を夜間割
引時間帯に変更した

一般道路の利用から首都高速道路を
利用するようにした

ETCを新たに装着し、首都高速道路を
利用するようになった

n:51

車載器への割引後料金の表示後の夜間割引時の
ＥＴＣ利用の変化

45%

9%

16%

30%

ＥＴＣを装着し、夜間割引を利用するようになっ
た。

実車時においても、ＥＴＣ無線通行をするように
なった。（夜間割引の料金表示がないときは、
実車時にはＥＴＣ無線通行をしていなかった）

以前から実車時にもＥＴＣ無線通行を行ってい
たので変化がない。

現在も実車時にはＥＴＣ無線通行を行っていな
いので変化がない。

n:93




